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キーワード 海洋性珪藻 ＣＯ２応答 遺伝子発現制御

研究の概要

海洋性藻類は、世界のＣＯ２固定量の２０～４０％程度を担うと見積もられており、ＣＯ２
をめぐる地球環境に極めて重要な生物群であることが示されている。
元来独立栄養生物である珪藻類は、その生育に有機栄養分を必要としない。海洋性藻類
はさらに、地球上にほぼ無尽蔵に存在する海水をミネラル源として生育するため、これが食
糧や物質生産工場として機能しうるならば、非常に安価な生産ラインを構築できる。

本発明者は、海洋性珪藻Phaeodactylum
tricornutumの細胞内β型カーボニックアンヒドラー
ゼ遺伝子のプロモーター領域を同定すると共に、こ
の新規プロモーターがＣＯ２応答性を示すことを見出
した。
このプロモーターの下流に目的遺伝子をつないだ
ベクターを宿主細胞内に導入後、細胞生育環境中の
ＣＯ２濃度を調節することによって、目的遺伝子の発
現を誘導することができる。
この遺伝子発現制御系は、（海水と珪藻細胞を
使って）酵素や抗体等の有用蛋白質の生産に利用
可能である。

本発明は特に、医薬品や食品、検査器具など、様々な産業用途を有する
有用タンパク質の生産に利用可能な技術である。

特開2004-321120 海洋性藻類由来のＣＯ２応答性新規プロモーターを
利用した遺伝子発現制御方法
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